
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３  基基本本計計画画  



  

注：基本計画の「施策・事業」のうち、太字で☆印付きは重点施策です。 



  １５

基本課題 

重点目標 Ⅰ 男女の平等・人権の尊重 

重点目標Ⅰの達成に向けた基本課題は次の３つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 人権の尊重と男女共同参画意識の啓発 

・人権とは人と人とが思いあうこと 

・公共施設に人権に関するメッセージのたれ幕やポスター等（北名古
屋市独自の）の掲示 

・男女共同参画都市宣言を行い市民意識の高揚を図る 

・広報紙の拡充、編集委員の自由なアイデア・ポリシー、男女共同参
画に関するメッセージ等を募集して利用する 

2 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

・小・中学生へアンケートを行い次世代を担う層への教育方法を検討
する 

・ＰＴＡ活動での勉強会・講演会の開催の働きかけ 

・子どもたちへマンガや絵本で説く男女共同参画 

・各種団体へ男女共同参画を一つでも事業として取り入れてもらうよ
う働きかけや補助金制度 

・男女を問わず子どもの家事参加を呼びかける 

3 女性や子どもに対する暴力の根絶 

・ＤＶの具体的内容（こんなんでもＤＶだよ）の紹介 

・女性の何でも相談窓口を開設して、相談窓口を一本化する。相談に
行きやすい状態にする 

・地域でのシェルター整備 

 

 

１ 人権の尊重と男女共同参画意識の啓発 

２ 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

３ 女性や子どもに対する暴力の根絶 

解決へ 

注：「市民ワークショップ」は、地域組織・団体の代表（１５人）から男女共同参画に関わるご意見をいただく

ために実施した会議（平成 19 年６～８月に３回実施）。 



  １６

 

 

 

 

 

 

基本課題１ 人権の尊重と男女共同参画意識の啓発 

 

現状と課題 

 

これまで、男女平等の実現に向けて様々な取組がなされてきましたが、人々の

意識や行動、社会慣行の中に、男女の固定的な役割分担意識が今もなお根強く残

っており、男女平等の実現にはまだまだ多くの課題が残っています。特に、高齢

女性、障がいのある女性、外国人女性等は一層厳しい状況にあると言われていま

す。「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」※（以

下、「市民アンケート調査」とする。）によると、社会における男女の地位は“男

性優位”が７割を超え、男女共に５割前後が男女共同参画社会の実現を期待して

います。 

人権の尊重と男女共同参画意識の啓発が課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
※北名古屋市内に在住する満 20 歳以上の男女 1,500 人を対象に平成 18 年 12 月に実施。 

有効回答数 548、有効回答率 36.5％。性別「無回答」が６人あり、性別分析の際に合計人

数と合わない状況が生じている。 

社会全般における男女の地位 

 

 

 

 

 

男女共同参画社会実現の期待 

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施）
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全体　N=548

女性　N=339

男性　N=203

期待している どちらかといえば期待している

どちらともいえない どちらかといえば期待しない

期待しない わからない

無回答

期待する派 
期待し

ない派 

 
11.7 62.4 9.1 6.65.1

1.1 4.0
0% 100%

全体　N=548

男性の方が非常に優遇 どちらかといえば男性の方が優遇
平等 どちらかといえば女性の方が優遇

女性の方が非常に優遇 わからない
無回答



  １７

 

施策の方向 

 

１ 性差による人権侵害対策の推進 

(1) あらゆる年齢層を対象に、人権の意義や重要性、人権問題を直感的にとら

える感性や人権感覚を身につけることができるよう、柔軟で多面的な取組を

進めます。 

＜施策・事業＞ 

① 男女共同参画相談委員、意見の申出制度の周知・活用の促進 

② 人権に関する本市独自の啓発資材の作成・活用 

③ 人権教育・道徳教育の一層の充実 

 

(2) 高齢の人、障がいのある人、外国人などへの差別・偏見があり、特に、女

性は、厳しい状況に置かれていることを十分認識し、人権尊重の視点に立っ

た公務の遂行に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 高齢の人、障がいを有する人、外国人などに対する差別・偏見を是正する広報の充実 

② 計画等の策定に当たって、女性当事者の意見把握と計画への反映 

③ 外国人女性相談の開設検討 

 

２ 男女共同参画に関する広報・啓発の推進 

(1) 男女共同参画社会づくりの必要性や「社会的性別（ジェンダー）の視点」

について、誤解の解消に努めます。多様な媒体・機会・方法を活用するとと

もに、市民の参画を一層拡充するなど、できるだけ多くの市民に届く、わか

りやすい広報・啓発活動に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 広報、ホームページ等による男女共同参画に関する啓発活動の推進 

② 男女共同参画情報紙の編集へ市民参画の拡充、男女共同参画ホームページ活用促進 

③ 男女共同参画推進をテーマとした市民メッセージ等の公募 

 

(2) 市の広報、刊行物において、性別による固定概念にとらわれない表現を徹

底するとともに、市民、事業所、関係機関・団体等へ呼びかけます。 

＜施策・事業＞ 

① 男女共同参画の視点からの広報の手引に基づき、男女共同参画の視点を取り入れた広報・

出版物の発行 

② 性別による固定概念にとらわれない表現を呼びかける広報の作成・活用 

③ メディアの情報を主体的に活用する能力（メディア・リテラシー）向上のための講習会の

実施 



  １８

 

 

 

 

 

基本課題２ 男女共同参画を推進する教育・学習の充実 

 

現状と課題 

 

北名古屋市の小中学校では、人権教育・道徳教育の実施、「男女混合名簿」の

導入を進めるとともに、学校における諸活動が性別に基づく固定的な役割分担を

前提に行われることがないよう配慮してきました。「北名古屋市男女の人権尊

重・社会参画に関する中学生アンケート調査」※（以下、「中学生アンケート調

査」とする）によると、「女だから」は「ことばづかい」「整理整頓」「お手伝

い」が、「男だから」は「勉強」が多く、「女だから、お手伝い」は納得の割合

が低い結果になっています。女子の半数以上が「女だから」と言われている結果

になっています。男女平等の教育の一方で、性別による固定的な役割分担意識の

再生産がなされている現状があります。 

このことから、子どもに対する男女共同参画を推進する教育をより一層充実す

るとともに、家庭、地域、職場等における学習の充実が課題です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

                                                      
※市内３校の中学２年生 285 人が対象、平成 18 年 12 月に学校を通じて実施。有効回収数

285、有効回収率 100.0％。 

「“女”“男”だから○○しなさい」と言われた中学生の割合・納得した割合

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する中学生アンケート調査」（平成 18 年実施）
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％

男性　N=149
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4.0
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020406080
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言われて納得
していない層 

言われて
納得した
割合 



  １９

 

施策の方向 
 

１ 学校教育等における男女平等の推進 

(1) 男女混合名簿は、男女共同参画社会を目指す意識を高める有効な手段のひ

とつとの認識の下に、それぞれの学校、保育園等の実情に合わせた導入を推

進します。 

＜施策・事業＞ 
① 男女混合名簿導入の推進 ☆ 

② 児童・生徒の意識・意見を把握するためのアンケート調査の実施 

 

(2) 特別活動や総合的な学習等における自主的・実践的な体験活動を通して、

一人ひとりの個性や能力を伸ばすとともに、自らの生き方等を考え、性別に

とらわれず、主体的に進路を選択する力を育成します。中学校の技術・家庭

科では日常生活で男女が共に自立できるよう指導の充実を図ります。 

＜施策・事業＞ 
① 体験的な活動を多く取り入れるなど、自ら課題を見つけて取り組む学習を充実 

② 学校、保育園等の諸活動・行事等へ、児童・生徒の男女共同参画を一層促進 

③ キャリア教育の継続 

 

２ 生涯学習における男女共同参画に関する学習の推進 

(1) 男女の人格を尊重し、相手の立場を理解し、助け合える子どもの人間形成

が図られるよう、家庭教育に関する学習機会の提供や啓発を推進します。 

＜施策・事業＞ 
① 子どもも理解できるような漫画や絵による男女共同参画の広報・解説書の作成 

② 学校、保育園の行事や活動に男性が参加しやすい配慮を促進 

③ 長期休業中に家事を手伝うしくみづくり ☆ 

 

(2) 男女共同参画について性別を問わず学習する機会を提供します。身近なテ

ーマ設定や地域資源の活用等、親しみやすい学習内容とします。 

＜施策・事業＞ 
① 男女共同参画講演会の開催 ☆ 

② 男女共同参画の出前講座の実施 

③ 企業、団体等での自主的な学習・研修会の促進 ☆ 

 

(3) あらゆる世代の男女が生涯にわたってその能力を高めることのできる学

習の場を、男女共同参画の視点を取り入れながら提供していきます。 

＜施策・事業＞ 
① 男女共同参画の視点を取り入れた教育基本計画の策定 

② 多様な学習メニュー、開催時間の配慮、託児サービスの実施 

③ 社会教育・体育施設のバリアフリー化の推進 



  ２０

 

 

 

 

 

基本課題３ 女性や子どもに対する暴力の根絶 

 

現状と課題 

 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪となる行為をも含む重大な人権

侵害です。「デートＤＶ」という言葉のとおり、若い世代の恋人間の暴力も顕在

化しています。本市では、ＤＶについての情報提供を行うとともに、「男女共同

参画相談委員」「ＤＶ相談」等、相談窓口を設置し、予防・防止、被害者の救済

等を行ってきました。「市民アンケート調査」によると、夫や妻、恋人から「身

体的暴力」を受けた経験があるのは、女性10.4％、男性3.5％と、女性が男性

の３倍です。「性的暴力」「精神的暴力」も女性が男性を大きく上回っています。

暴力を受けた場合の相談先は、男女とも「家族・親戚」、「友人・知人」等、身

近な人の割合が高く、公的、専門的な相談先の利用が低いことも明らかになりま

した。 

ＤＶは顕在化しつつありますが、「市民アンケート調査」結果から推測すると、

まだ、氷山の一角にすぎないことがわかります。女性や子どもに対する暴力を根

絶するための取組の充実が緊急で重要な課題です。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暴力を受けた場合の相談先（あてはまるものすべて） 
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2.4
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3.9
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57.6
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4.4

4.8

65.5

59.5

17.9

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家族・親戚

友人・知人

警察

市役所

民生委員

人権擁護委員

婦人相談ｾﾝﾀｰ・女性総合ｾﾝﾀｰ

弁護士

医師・カウンセラー

民間の相談機関

家庭裁判所

％

全体　N=292

女性　N=205

男性 N=84 注：「その他の公的機関」「そ

の他」「無回答」は省略 

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施） 



  ２１

 

施策の方向 

 

１ ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）・虐待防止対策の推進 

(1) 被害者や加害者にならないため、また、当事者から相談された際に正しい

知識と情報で対応できるよう、様々な機会をとらえ、広く市民にＤＶや虐待

が理解されるよう啓発活動を進めていきます。 

＜施策・事業＞ 

① ＤＶや虐待についての正しい知識・相談窓口等の情報提供、通告の義務等を広く周知 ☆ 

② 「女性に対する暴力をなくす運動」の充実 

 

(2) ＤＶ・虐待被害の相談体制の充実を図るとともに、相談窓口等の情報を周

知していきます。 

＜施策・事業＞ 

① 女性相談・母子福祉相談の支援体制・相談体制の強化 ☆ 

② ＤＶ・虐待被害の相談窓口についての情報提供の充実 

③ 市役所の庁内関連課の連携体制の強化 

 

(3) ＤＶ・虐待被害者の立場に立ち、関係機関と連携をとりながら、精神的な

支援、就労に関する支援、経済的な支援等を行っていきます。 

＜施策・事業＞ 

① 民間団体等との協働によるシェルター等の活用の推進 ☆ 

② 児童虐待の予防と発見・他機関との連携の充実 

③ 被害女性の自立支援の充実 

 
 

２ セクシュアル・ハラスメント対策の推進 

(1) セクシュアル・ハラスメントについて市民意識の向上を促進するとともに、

職場・学校等において防止対策が講じられるよう、事業主等が配慮すべき事

項の普及啓発に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① セクシュアル・ハラスメントについての市民意識の向上の促進 ☆ 

② 職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止対策の普及・啓発 

 

(2) 市役所内において、引き続きセクシュアル・ハラスメントを未然に防止す

るよう努めていきます。 

＜施策・事業＞ 

 市役所内におけるハラスメント全般の防止対策の普及・啓発 

 



  ２２

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女平等、ＤＶ・虐待等についての市の相談窓口 

相談窓口 相談員 相談できる内容・対象 設置場所 

男 女 共 同 参

画相談委員 

弁護士・大学教授等 男女平等の推進を阻害す

る要因による人権侵害、

社会的な慣行等による差

別的取扱相談 

市民活動推進課 

ＤＶ相談 家庭相談員 18 歳未満の児童を養育

している方 

家庭支援課 

保健師、社会福祉士、 

主任ケアマネージャー 

65 歳以上の方 地域包括支援センター

（高齢福祉課） 

ケースワーカー 上記以外の方 高齢福祉課 

県の女性相談員 どなたでも 家庭支援課 

      

北名古屋市の男女共同参画についての情報、相談窓口 



  ２３

基本課題 

 

重点目標 Ⅱ 男女が主役のまちづくり 

重点目標Ⅱの達成に向けた基本課題は次の３つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 政策・方針決定過程への男女共同参画の拡大 

・（女性委員の登用は）幅広い人材の把握（市民）、団体ばかり
に頼らない、重ならない 

・（市職員の管理職への女性比率の）具体的数値の設定、採用時
の男女の比率、研修等で有能な職員を見定め男女を問わず登用 

・（市職員）採用時からの将来をみすえた人材の採用 

・女性リーダー養成講座を行うなど、男女共同参画を進める人材
を育てる 

・男女共同参画についての議員研修 

・女性の校長！ 

・女性の町内会長は？（自治会長は？） 

５ 男女協働で誰もが暮らしやすい地域づくり 

・まちづくり、防災まちづくりの出前講座の開催、東南海地震の
情報を提供し理解を深める 

・身近にいる外国人とその国の考え方を学ぶ 

・不安な外国人に対応…… 

６ 心と身体の健康支援 

・生涯にわたる心身の健康と生活の充実 

 

 

４ 政策・方針決定過程への男女共同参画の拡大 

５ 男女協働で誰もが暮らしやすい地域づくり 

６ 心と身体の健康支援 

解決へ 



  ２４

 

 

 

 

 

 

基本課題４ 政策・方針決定過程への男女共同参画の拡大 

 

現状と課題 

 

民主主義社会においては、構成員の意思が公平に反映されることが基本です。

民主主義の成熟を促すとともに、21世紀の社会に求められるあらゆる領域での

多様性の確保のために、政策・方針決定過程に男女が共に参画することが求めら

れています。 

平成19（2007）年４月１日現在、市議会議員24人のうち女性議員は６人で

25.0％を占めています。また、地方自治法に基づく行政委員会の委員数36人の

うち女性委員数は３人（女性比率8.3％）、審議会等（法令・条例設置）の委員

数293人のうち女性委員数81人（女性比率27.6％）です。市役所の管理職（リ

ーダー職及びこれに相当する職以上）総数は69人で、うち女性管理職は６人（女

性比率8.7％）です。「市民アンケート調査」では市政へ女性の意見が“反映さ

れている”は２割弱です。 

政策・方針決定過程への男女共同参画を拡大していくことが課題です。 

 

政策・方針決定の場への女性登用状況 
単位：人、％ 

名称 会設置数 議員・委員数 うち女性数 女性比率 

市議会議員 － 24 6 25.0

行政委員会 ６ 3６ ３ 8.3

審議会等（法令・条例で設置） 21 293 81 27.6

資料：生涯学習グループ調べ（平成 19 年４月１日現在） 

 

市職員の女性管理職の在職状況 
単位：人、％ 

管理職（リーダー職及びこれに相当する職以上） 

総数 うち女性数 女性比率 

69 6 8.7 

資料：生涯学習グループ調べ（平成 19 年４月１日現在） 

市政への女性意見の反映度 

 

 

 

 

 

17.3 23.7 52.0

2.4 3.1 0.4

1.1

0% 100%

全体　N=548

十分反映されている まあまあ反映されている あまり反映されていない

全く反映されていない わからない その他

無回答

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施）
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施策の方向 
 

１ 女性委員の登用推進と女性の人材育成 

(1) 市の審議会等の女性委員の割合を平成 29（2017）年度末までに 35％

とします。女性のいない審議会等の解消に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 審議会等における男女共同参画推進要綱の制定 

② 審議会等の女性委員登用状況の調査、結果の公表 

 

(2) 複数の審議会委員の就任や繰り返し就任、職指定制等の任命のあり方を再

検討し、委員の公募についてもできるものから導入していきます。また、多

様な層の男女が共に審議会等に委員として参加できるよう配慮します。 

＜施策・事業＞ 

① 特定団体等からの選出にとらわれず審議会等の委員公募制の導入を推進 

② 審議会等の夜間・休日開催等、委員が出席しやすいよう配慮の充実 

 

(3) 男女共同参画の視点を持った人材の育成を行います。女性の人材情報を収

集し、個人情報の保護に配慮しつつ活用します。男女共同参画社会の実現や

女性の社会参画促進のため積極的に活動する団体を育成・支援します。 

＜施策・事業＞ 

① 男女共同参画推進リーダー養成講座への派遣 

② 男女共同参画推進人材データベースを整備・活用 

③ 男女共同参画を進める団体の育成・活動・ネットワーク化支援 

 

２ 職場・地域で、方針決定過程への女性の参画促進 

(1) 企業や地域の各種団体等に、積極的改善措置（ポジティブアクション）の普及に努

め、管理職や役職等への登用等、意思決定過程へ女性登用を促進します。 

＜施策・事業＞ 

① 地域の各種団体に会長・副会長職への女性の登用を働きかけ 

② 各種団体等の意思決定過程に男女共同参画を阻害する慣行の積極的な改善の促進 

③ 市内事業所等に、積極的改善措置（ポジティブアクション）の普及 

 

(2) 市の管理職への登用は、個々の職員の能力や適性を十分見極め、管理職に

ふさわしい人材の積極的登用に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 職員の意識向上の促進、性別で偏りのない職務経験等により、男女の職域を拡大 

② 育児介護休業者職場復帰プログラムの実施 

③ 管理職の女性比率の向上 
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要介護認定者数と認定率の推移 

基本課題５ 男女協働で誰もが暮らしやすい地域づくり 

 

現状と課題 

 

本市の高齢化の進行は国や県より遅く、比較的若い市であるといえます。しか

し、老年（65歳以上）人口比が一貫して上昇する一方で、年少（０～14歳）人

口比、生産年齢人口比の低下が続き、平成17年の国勢調査結果では、年少人口

比14.9％、老年人口比15.9％と逆転しました。高齢社会を豊かで活力ある社会

とするために、年齢や性別に基づく固定的な見方や偏見を除去し、高齢期の男女

を自立し誇りをもって社会や地域を支える重要な構成員としてとらえる必要が

あります。 

また、国際化の進展により、本市においても市内に在住する外国人が増えてい

ます。男女共同参画に関する国内外の動向を把握し、理解・協力を深めるととも

に、地域における草の根交流の促進、外国人が暮らしやすい環境整備が必要です。 

男女が共に参加する福祉・防災・環境保全・国際交流等、住民の主体的な取組

を促進し、男女協働で誰もが暮らしやすい地域づくりが課題です。 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

市の外国人登録者数（平成 18 年 12 月 31 日現在） 単位：人 

ブラジル 韓国・朝鮮 フィリピン 中国 その他 合計 

319 338 286 241 209 1,393 

資料：愛知県地域振興部調べ 

資料：福祉西グループ調べ 
※平成18年度は要支援1が116人、要支援2が256人
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施策の方向 

 

１ 安心・安全、快適な地域づくり 

(1) 安心・安全、快適な地域づくりに向けて、福祉・防災・環境保全等の地域

づくり情報の積極的な提供に努めるとともに、市民の意見を幅広く聴き、地

域づくりへの男女共同参画を一層促進します。 

＜施策・事業＞ 

① 男女が共に参画するまちづくり先進情報の提供、まちづくり入門講座等の開催 

② 福祉・防災・環境保全等、男女が共に参加する住民の主体的な取組の支援 

③ まちづくり・地域づくりに男女の意見を反映する仕組みの強化 

④ 男女双方の視点を取り入れた防災活動の推進 

 

(2) 性別・年齢、障がいの有無等にかかわらず、様々な場に参加でき、地域で

安心して暮らせる仕組みづくりを進めます。 

＜施策・事業＞ 

① 市主催事業の実施に当たって、高齢者、障がいを有する人、子育て世代、外国人等が参加

しやすい配慮・工夫の充実 

② 子育て家庭、ひとり暮らし高齢者・障がいを有する人、ひとり親等が地域で安心して暮ら

し続けられる公助・共助の仕組みづくり 

 

２ 国際交流の推進 

(1) 市民が男女共同参画に関する国内外の動向を知ることができるよう適切

な情報収集・提供に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 男女共同参画情報コーナーの設置 

② 国内外の男女共同参画に関する情報収集・提供体制の充実 

 

(2) 男女共同参画の視点から様々な分野での国際交流を今まで以上に推進す

るとともに、市民の国際交流を支援します。在住外国人が、安心して生活で

きる環境づくりをサポートします。 

＜施策・事業＞ 

① 男女共同参画の視点に立った草の根国際交流活動の育成・支援 

② 在住外国人への情報提供・相談・支援体制の整備 

③ 市民の国際交流活動の支援 
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基本課題６ 心と身体の健康支援 

 

現状と課題 

 

女性も男性も、各人が互いの身体的特質を十分に理解し合い、相手に対する思

いやりをもって生きていくことは、男女共同参画社会づくりの前提的な条件です。

心身の健康について正確な知識・情報を持ち、健康を享受できるよう主体的な行

動を促す必要があります。特に、女性は妊娠・出産等、男性と異なる健康上の課

題に直面する可能性があることに男女とも留意するよう呼びかけることが必要

です。 

ＨＩＶ／エイズの発生数の加速化、若い世代の性感染症の増加等に対応するた

めに、男女の性に関する正しい知識と理解を深めるための普及啓発を、若い世代

に向けて行うことの重要性が高まっています。また、心の健康、メタボリックシ

ンドローム（内臓脂肪症候群）の予防、妊娠から育児まで一貫した母子保健サー

ビス等、男女の健康づくり支援も求められています。 

男女の、特に女性の生涯を通じた心と身体の健康づくりの支援が課題です。 
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施策の方向 

 

１ 互いの性の理解 

(1) 性と生殖に関する健康の重要性とともに、ＨＩＶ/エイズや性感染症につ

いての正しい知識とそれに基づく個人の予防方法等について、様々な機会を

通じて適切な情報提供に努めます。 

＜施策・事業＞ 

 ＨＩＶ/エイズ、性感染症に関する正しい知識と予防についての知識普及 

 

(2) 実態を的確に把握し、社会の変化にも対応しつつ、発達段階に応じた性に

関する知識や自ら考え判断する能力を身につける性教育を進めます。 

＜施策・事業＞ 

① 発達段階に応じた性に関する指導の実施 

② 専門知識を身につけるため教職員の研修への参加 

③ 生と性を理解し、自己決定能力を育てる健康教育の充実 

 

２ 健康づくりの支援 

(1) 心の健康、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防等の現代

的課題について、市民一人ひとりが健康づくりに関する自己管理能力を高め

るよう、それぞれのライフステージに応じた健康知識の普及啓発とともに健

康づくりが実践できる環境づくりに努めます。 

＜施策・事業＞ 

① 学校・地域において、心の健康、薬物乱用防止等の取組を推進 

② 学校・地域・職域の連携によるライフステージに応じた健康知識の普及啓発、若いうちか

ら健康づくりが実践できる環境整備 

③ 市民の主体的な健康づくり活動の支援 

 

(2) 女性の生涯を通じた健康支援のため、女性の健康相談や健康教育を実施し

ます。また、一般不妊治療費助成事業を積極的に行います。 

＜施策・事業＞ 

① 妊娠から育児まで一貫した母子保健サービスの実施 

② 職場において妊娠した女性に配慮する意識づくり 

③ 一般不妊治療費助成事業の周知・活用促進 
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男女共同参画とは（あてはまるものすべて） 

71.7

56.6
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44.3
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3.3

1.8

4.6

72.3

61.7

26.5

50.4

22.4

56.9
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1.8

11.8

2.7

2.4

3.5

71.4

48.3

22.7

51.2

20.2

57.6

42.4

23.6

1.5

8.4

4.4

1.0

5.9
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働く上で男女の格差がない

男女がともに家事・育児をする

経済的な責任が男性に偏らない

地域活動で男女の格差がない

トップや役員に女性が増える

性別で役割を決めつけない

多様な生き方を認める

暴力等による支配的な関係がない

女性の権利だけを拡張する

女性が働くことを促す

男女の身体の違いを無視する

その他

無回答

％

全体　N=548
女性　N=339

男性　N=203

 男女共同参画とは、「働く上で男女の格差がない」

が７割強と高く、あとは「性別で役割を決めつけな

い」「男女が共に家事・育児をする」「地域活動で

男女の格差がない」が５割を超えています。 

誤解されることが多い「女性の権利だけを拡張す

る」「男女の身体の違いを無視する」は５％に満た

ない割合で、本市男女共同参画推進条例がめざす基

本理念の理解が進みつつあることがうかがえます。

「女性だけの権利拡張」「身体の違いを無視すること」が、 

男女共同参画という意見は少数！ 

 

男女共同参画についての、 

正確な理解が進んでいる。 

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施）
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基本課題 

 

重点目標 Ⅲ 男女の社会参画の支援 

重点目標Ⅲの達成に向けた基本課題は次の２つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 性別による社会参加の偏りの是正 

・女性のチャレンジ講座 

・料理教室とか男性に対する支援 

・児童館、児童クラブの時間延長や土曜・長期休みの受け入れに関
する体制づくりを調査する 

・保育ボランティア（夕方の１～２時間等）の公募、保育園のお迎
え、保護者が帰ってくるまでの間とか、あれば非常に助かる 

・男女のライフワークバランスの見直しを呼びかける 

・現行の社会制度や法律の見直し動向等の情報を「男女共同参画情
報紙とらいあんぐる」等により啓発 

・各自治会での集まり等での啓発や説明 

８ 就業における男女平等の促進 

・労働時間の短縮やワークシェアリング等、企業にとってもプラス
になる面があること等の働きかけ（子育て環境（少子化対策）を進
めるために夫も参加できる時間的な余裕ができればいいのにね） 

・託児所が完備・併設されている企業を紹介したり役所等での斡旋 

・若年層の就労支援 

・子育て中の女性・障がい者の働ける職場の開拓と斡旋 

 

 

 

７ 性別による社会参加の偏りの是正 

８ 就業における男女平等の促進 

解決へ 
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基本課題７ 性別による社会参加の偏りの是正 

 

現状と課題 

 

人々の生き方が多様化するなかで、男女が共に家族としての責任を担い、また、

社会がこれを支援していくことが重要になっています。単独世帯や夫婦のみ世帯

の増加等、家族をもたない、または家族が少ない家庭等では、これまでの家族間

での性別による役割分担から、一人ひとりがいかに自立した生活を送れるかとい

うことが課題になっています。 

「市民アンケート調査」結果によると、生活で優先することとして、男女が共

に「家庭・地域と仕事を両立」を希望する割合が高く、現実をはるかに上回って

います。男女共に仕事と家庭・地域のバランスがとれた生活を希望していること

がわかります。 

男女が、特に男性が職場中心の意識・ライフスタイルから、職場・家庭・地域

のバランスがとれたライフスタイルへの転換を積極的に支援することで、性別に

よる社会参加の偏りを是正することが課題です。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみた、生活で優先することの現実と希望 
優先度の変化がないこ

とが見込まれるライン 

（「希望」と「現実」

が同じ割合） 

優先度が低下するこ

とが見込まれるゾー

ン（「希望」が「現実」

より低い割合） 

優先度が上昇するこ

とが見込まれるゾー

ン（「希望」が「現実」

より高い割合） 

家庭・地域に携
わるが仕事優先

家庭・地域
に専念

仕事にも携わ
るが家庭優先

わからない

無回答 仕事に専念

家庭・地域と
仕事を両立

0

10

20

30

40

50

60

0 10 20 30 40 50 60
％

％

女性　N=339 男性　N=203

現実

希
望

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施）
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施策の方向 

 

１ 女性のチャレンジ支援の推進 

(1) 就労したい、社会貢献したいなど、チャレンジを希望する女性が必要な情

報や相談サービスを効率的かつ容易に受けられる環境を整備します。 

＜施策・事業＞ 

① 女性のチャレンジ講座の開設 

② 県等関係機関との連携による IT を活用した関連情報の一元化、相談窓口の総合化等、ワ

ンストップサービス型の情報提供・相談体制の構築 

 

(2) 子育て知識の普及、保育サービスの提供等、男女の子育てと社会参加の両立を

支援します。また、介護サービスを充実し、介護と社会参加の両立を支援します。 

＜施策・事業＞ 

① 子育て・介護の社会化について市民の理解向上、協力の促進 

② 男女が安心してチャレンジできるよう多様で良質の保育サービスの提供 

③ 介護保険制度の維持、サービスの質の向上と利用しやすい体制の整備 

 

２ ワーク・ライフ・バランスの実現 

(1) 多様性を尊重し仕事と生活が好循環を生む社会づくりに向けて、ワーク・

ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の考え方の普及に努めます。 

＜施策・事業＞ 

① ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の考え方の普及 

② 勤労世代の男性を対象としたライフプラン講座等の開設 

 

(2) 男女の多様な学習活動を支援します。また、男女が共に参加する活発な地

域活動を応援します。 

＜施策・事業＞ 

① 地域活動に男性の参加を呼びかけ、活躍の場の拡充を促進 

② ボランティア団体、ＮＰＯ／ＮＧＯ等の育成・活動支援 

③ 男女・親子が一緒に取り組み、楽しめるスポーツ・レクリエーションの機会拡充 

 

(3) 「父親」をキーワードに、父と子の関係を軸に家庭のあり方の見直し、男

性の子育てネットワークの構築を支援します。 

＜施策・事業＞ 

① 男女間の家事・育児の分担について見直しを呼びかけ 

② 男性の家事・子育て技術習得の支援 

③ おやじの会の活動強化、父親のサークル等の設立・ネットワーク化促進等、活動支援 
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３ 社会制度・慣行の見直し 

(1) 現行の社会制度や法律等について、時代に沿ったものであるかどうかを男

女共同参画社会の形成という視点から考え、見直していく議論を喚起するた

め、市民への幅広い情報提供に努めるとともに、市民の自主的な学習活動を

支援します。 

＜施策・事業＞ 

① 社会制度や法律の見直し動向等の情報提供 

② 現行の社会制度や法律等を男女共同参画社会形成の視点から考える学習活動の支援 

 

(2) 家庭・地域・職場等に残る男女共同参画を阻害する慣行の是正を呼びかけ

るとともに、男女共同参画相談委員、意見の申出制度の周知・活用に努める

など、市民・地域団体による見直しの取組を支援します。モデル職場として

市役所において率先した取組を進めます。 

＜施策・事業＞ 

① 家庭・地域・職場等に残る男女共同参画を阻害する慣行の是正の呼びかけ 

② 男女共同参画相談委員、意見の申出制度の周知・活用の促進 

③ 男女共同参画を阻害する慣行の是正のモデル職場として市役所において率先した取組の

推進 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共働き状況別にみた食事のしたく、子どもの教育やしつけの主な担当者 

子どもの教育やしつけ

0.36

-0.11

0.170.180.24
0.47

-0.05

-0.57

-0.25-0.26

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

共働き 準共働き非共働き その他配偶者なし

女性　N=339 男性　N=203

食事のしたく

-0.53

0.82 0.87 0.88 0.90

-0.06

-0.76 -0.65 -0.25 -0.25

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

共働き 準共働き非共働き その他配偶者なし

※「自分が主にやっている」を（＋1）、「分担してやっている」

を（0）、「ときおり手伝う」を（-0.5）、「ほとんどやらな

い」を（-1）、「いまは必要がない」を（0）とし、平均値を

算出した。 

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施） 

共働きでも低い、 

男性の家事・子育てへの参加！ 

ほとんど
やらない 

自分が主
にやる 

分担
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将来希望する生活に大切なこととして、女子中学生は「健康」

「家事能力」、男子は「仕事」「健康」をあげている。 

男子は、「結婚」「子どもを持つ」に悲観的傾向。 

希望する生活のために大切なこと（中学生） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望することが実現する可能性（中学生） 

 

0.0

0.5

1.0
仕事を持つ

健康を保つ

結婚する

子どもを持つ

家事ができる

ボランティア活動をする

女性　N=136 男性　N=149

注：「大切」を（＋1）、「ふつう」を（０）、「大切で
ない」を（-1）として、平均値を算出した。

大切の度合いが高くなる 

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する中学生アンケート調査」（平成 18 年実施） 

 

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0
仕事を持ち続ける

健康を保つ

結婚する

子どもを持つ

家事ができる

ボランティア活動をする

女性　N=136 男性　N=149

注：「希望したとおりになりそう」を（＋2）、「だいたい希望通りにな
りそう」を（＋1）、「希望どおりになりそうにない」を（-1）、「希望
しない、わからない」を（-2）として、平均値を算出した。

実現の可能性が大きくなる 



  ３６

 

 

 

 

 

基本課題８ 就業における男女平等の促進 
 

現状と課題 

 

働きたい人が性別にかかわりなくその能力を発揮できることは、男女の基本的

人権の尊重につながるとともに、労働力人口が減少に転じたなかで、多様な人材

の活躍を促し、社会の活力を高めることになります。 

「市民アンケート調査」によると、定年以外で仕事をやめたり、転職を「した

ことがある」は、女性で75.2％、男性で49.8％と、女性が男性を大きく上回っ

ています。また、女性が定年以外で仕事をやめたり、転職したことの満足度は、

「家族との関わりの変化」「地域との関わりの変化」「生活習慣の変化」等で高

いものの、「収入の変化」では「不満が残っている」という結果です。 

家庭責任等を果たすための退職や転職は、女性にとって、「収入の変化」「社

会的な評価」において満足できない結果をもたらしている現状があります。 

男女の、特に女性の就業機会の拡大を支援するとともに、事業主などへワー

ク・ライフ・バランスの実現に向けた取組を促すなど、就業における男女平等の

促進が課題です。 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別にみた定年以外での退職・転職の満足度 

0.11

-0.07

0.17

0.01

0.22

0.40

0.21

0.18
0.02

0.27

0.27

0.10

0.28

0.16-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5
収入の変化

労働環境の変化

生活習慣の変化

家族との関わりの変化地域との関わりの変化

社会的な評価

自分自身にとって

女性　N=255 男性　N=101

「満足度」
が高くなる

資料：「北名古屋市男女の人権尊重・社会参画に関する市民アンケート調査」（平成 18 年実施） 
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施策の方向 
 

１ 就業機会の拡大促進 

(1) 関係機関と連携し、就業を希望する女性に対し、法律や制度、求人等の情

報や相談の機会を提供します。 

＜施策・事業＞ 

① 求人情報等の提供、相談体制の充実 

② 就業に関連する法律及び制度等の情報提供 

 

(2) 県が行う職業能力開発について、新規成長分野の新たな科目設定の周知、

男性が多い分野の訓練への女性の受講の促進等、求職者の職業意識の向上を

図ります。また、自営業における女性の経営能力の向上を応援します。 

＜施策・事業＞ 

① 女性の能力発揮促進事業の周知・活用の促進 

② 求職者の職業意識の向上を図る就業支援講座開催の検討 

③ 自営業における女性の経営能力向上の取組を支援 
 
(3) 市民、労働者、事業所に、職場での学習会等の開催提案等、男女雇用機会

均等法、労働基準法等の趣旨や内容の周知に努めるとともに、事業所へ遵守

を呼びかけます。 

＜施策・事業＞ 

① 市内事業所へ、男女雇用機会均等法・労働基準法等の周知・啓発 

② 市内事業所アンケート調査の実施 

 

２ 男女の職業生活の継続支援 

(1) 関係機関と連携し、仕事と家庭の両立について社会一般の理解を深めると

ともに、職場優先の企業風土の見直しを事業所などへも積極的に呼びかける

など、労働者のワーク・ライフ・バランスに配慮した取組の拡大を促進しま

す。 

＜施策・事業＞ 

① 仕事と家庭の両立について社会一般の理解の促進 

② 「ファミリーフレンドリー」企業の普及 

③ 育児・介護休業法の普及・啓発 

 

(2) 市役所が男女共同参画のモデル職場となるよう取組を進めます。 

＜施策・事業＞ 

① 市役所内における男女共同参画の推進 

② 特定事業主行動計画の推進 
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基本課題 

重点目標 Ⅳ 計画の推進 

重点目標Ⅳの達成に向けた基本課題は次の３つです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 指標・数値目標 

・「審議会等の女性委員比率が 30％」の目標設定と登用 

・市職員の管理職への女性比率を５年後に 15％以上と目標を設定す
る 

・（市職員）採用時から女性を半数・多数採る 

 

10 推進体制の整備・充実 

・男女共同参画についての市職員研修 

・職員研修等によりジェンダーに理解のある職員、教員を育てる 

・住民主体の男女共同参画社会づくり活動を応援するために、男女
共同参画の活動スペースを開設する 

・男女共同参画モデル地区を設定し、住民参画による男女共同参画を
進め、豊かな地域づくりをする 

・プランが策定されたのち、具体的にイラストを加えて、こうなる
のだという紹介の冊子を各戸に配布 

 

 

 

 

 

 

９ 指標・数値目標 

10 推進体制の整備・充実 

11 進行管理・評価体制の整備・充実 

解決へ 
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基本課題９ 指標・数値目標 

 

基本計画の施策体系に沿って施策の方向ごとに指標・数値目標を設定し、達

成に向けた取組を進めます。 

 

重点目標Ⅰ 男女の平等・人権の尊重 

施策の方向 指標 

数値目標 
評価資料H20 

現状値 

H24 

現状値
目標値 

性差による人権侵害対

策の推進 

「社会全般の男女の地位は平

等」とする市民の割合 
9.1％ － 15％ 

アンケート

調査 

男女共同参画に関する

広報・啓発の推進 

男女共同参画社会基本法を

知っている市民の割合の上

昇 

36.1％ － 50％ 
アンケート

調査 

学校教育における男女

平等の推進 

男女混合名簿を導入してい

る学校数の増加 
４校 ６校 ６校 実績 

生涯学習における男女

共同参画に関する学習

の推進 

企業、団体等における自主

的な学習・研修会の開催団

体数 
— —

５団体／

年 
実績 

ＤＶ（ドメスティック・

バイオレンス）・虐待防

止対策の推進 

命の危険、医師の治療が必要

となる暴力を経験する女性

の割合を低下 

3.8％ － ２％ 
アンケート

調査 

女性相談・母子福祉相談の一

元化 
— － 実施 実績 

 

 

重点目標Ⅱ 男女が主役のまちづくり 

施策の方向 指標 

数値目標 
評価資料H20 

現状値

H24 

現状値 
目標値 

女性委員の登用推進と

女性の人材育成 

市の審議会等に占める女性

委員の割合 
27.6％ 28.2％ 35％ 実績 

職場・地域で、方針決定

過程への女性の参画促

進 

市役所管理職の女性比率の

向上 8.7％ 26.5％ 30％ 実績 

安心・安全、快適な地域

づくり 

男女が共に参画するまちづ

くり先進情報の提供 
２回／年 1 回／年 ４回／年 実績 

国際交流の推進 男女共同参画の視点に立っ

た草の根国際交流活動の実

施 

－ 1 回／年 ２回／年 実績 

互いの性の理解 思春期保健事業の充実 １回／年 2 回／年 ２回／年 実績 
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重点目標Ⅲ 男女の社会参画の支援 

 

施策の方向 指標 

数値目標 
評価資料H20 

現状値

H24 

現状値
目標値 

女性のチャレンジ支援 女性のチャレンジ講座の開設
－ ０回／年 ２回／年 実績 

ワーク・ライフ・バラン

スの実現 

ワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）の考え方を

知っている市民の割合 

－ － ５０％ 
アンケート

調査 

社会制度・慣行の見直し 家庭・地域・職場等に残る男

女共同参画を阻害する慣行の

是正の呼びかけ 

－ ０回／年 ２回／年 実績 

就業機会の拡大促進 市内事業所アンケート調査

の実施 
－ ０回／年 １回／年 実績 

男女の就業生活の継続

支援 

(仮称)男女共同参画推進プロ

ジェクトチームの定期開催 
－

０回／年

以上

５回／年

以上 
実績 

 

 

重点目標Ⅳ 計画の推進 

施策の方向 指標 

数値目標 
評価資料H20 

現状値

H24 

現状値
目標値 

職員・教職員等への正し

い理解の浸透 

男女共同参画についての市職

員の研修の実施 
－ １回／年 １回／年 実績 

庁内推進体制の整備・充

実 

男女共同参画推進本部及びワ

ーキング部会の定期的開催 

３回／年

以上

１回／年

以上

５回／年

以上 
実績 

市民・関連団体等と連携

した推進 

「北名古屋市男女共同参画

推進条例」を知っている市民

の割合 

－ － 50％ 
アンケート

調査 

男女の活動拠点スペースの開

設 
－ １か所 １か所 実績 
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基本課題10 推進体制の整備・充実 
 
 

１ 職員・教職員等への正しい理解の浸透 

(1) すべての市職員が男女共同参画の視点を正しく理解し、各種の施策に反映

できるよう、引き続き研修において啓発を行います。 

＜施策・事業＞ 
① 国際的な取組、国・県の動向等の情報提供 

② 男女共同参画についての市職員研修の実施 

③ 定期的に男女共同参画職員意識調査の実施 
 

(2) 県と連携し、管理職・主任を対象とする男女共同参画社会の形成に向けた

学校現場の取組を考える機会、教員が個人の尊重、男女平等、男女の相互協

力・理解についての指導力を高めることができる研修機会づくりに努めます。 

＜施策・事業＞ 

 県が実施する男女共同参画に関わる教職員研修会への参加促進 

 

２ 庁内推進体制の整備・充実 

庁内推進組織である北名古屋市男女共同参画推進本部が中心となり、全庁

を挙げて、男女共同参画社会の実現に向けた総合的かつ計画的な取組を進め

ます。リーダー級職員で構成する北名古屋市男女共同参画推進ワーキング部

会の活動の充実を図ります。 

＜施策・事業＞ 
① 北名古屋市男女共同参画推進本部を中心とした全庁推進体制の一層の強化 

② 北名古屋市男女共同参画推進本部の定期的開催等、活動の充実 
 

３ 市民・関連団体等と連携した推進 

北名古屋市男女共同参画推進条例や本プランを広く広報し、市民、関係団

体等との対等な協調・協力関係のもとで、連携による効果的な取組を行いま

す。 

＜施策・事業＞ 
① 北名古屋市男女共同参画推進条例の周知 ☆ 

② プランのダイジェスト版の作成・配布 

③ 男女の活動拠点スペースの開設 ☆ 



  ４２

基本課題11 進行管理・評価体制の整備・充実 

１ 実施計画の策定・推進 

この計画で定めた施策等に基づく、男女共同参画推進の具体的な事業内容

を示した実施計画を策定し、推進します。 

＜施策・事業＞ 
 実施計画の策定 

 
 

２ 年次報告書の作成 

男女共同参画の推進に関する施策の実施状況等について毎年度、年次報告

書を作成し、公表します。 

＜施策・事業＞ 
 年次報告書の作成、公表 

 

３ 事業効果の評価・公表 

事業の効果について、年度ごとに検証と評価を行い、その結果を公表しま

す。実施した施策・事業の効果や市民の評価を把握するために定期的にアン

ケート調査を実施します。 

＜施策・事業＞ 
① 北名古屋市男女共同参画推進本部が事業効果の調査を実施、結果を公表 

② 事業ごとに参加者の感想・評価を把握 

③ 定期的に男女共同参画に関する意識調査の実施 

 

 

 

 


